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故　大林智徳君をしのんで

　私はまだ大林君がいなくなってしまったとは信じられ

ない気持でいる．物静かに少し前かがみの姿勢をして，

今にも戸口をあけて部屋の中へ入ってきそうな気がす

る．昨年4月に気象研究所予報研究部第3研究室へ入ら

れてからの大林君の活躍ぶりは，見事であったとしかい

し・ようカミない．

　気象大学の卒業論文のテーマであった孤峯を越す流れ

の問題について，ひきつづいて研究された成果は，1968

年秋，1968年春，1969年秋の各学会で発表されて着実な

展開を示され，これまで手がつけられていなかった水平

2次元のモデル，3次元の2層モデルヘと発展させられ

た．これらの成果を丁寧にまとめられた論文は，荒川正

一氏との共著のものをはじめとして，今後順次学会誌に

発表されるべく，その手順をととのえておられた最中

に，不幸にも病気になられてしまった．（遺されたわれ

われの手で，やがてこれらを印刷発表するつもりであ
る．）

　大林君は大気大循環にも興味を示され，気象研究所の

コ・キューム，GARPの部会，NPグループの会合に

は積極的に参加され，既に新田と共同で大規模な山岳系

の影響を本格的に調べる数値実験にもとりかかっておら

れた．大林君の幅広い関心，旺盛な知識欲，しっかりし

た勉強ぶり，着実な仕事のすすめ方をみていてここにま

たひとりの本格的な新人が気象界に現われたと，心ひそ

かによろこんでいたものである．彼の数学への傾倒とそ

の造詣の深さには，初めから深く印象づけられていた

が，そればかりか短い間にぐんぐんと気象力学や大循環

論，数値予報のこともマスターされていったのには驚き

に近い感じがした．或いはこうしたことが，彼の元来丈

夫でなかった身体に重すぎる負担となり，その健康を害

する因をなしたのだとすれば，痛恨に耐えない．

　才能に恵まれ，豊かな可能性をもったひとりの若人

が，学問研究の道についたばかりの所で倒れてしまった

ことは，無念ともなんともいいようもなく惜しまれる．

彼は単なる秀才ではなかった．非常にヒューモラスであ

り，人の気持に対するやさしい思いやりをもち，また緻

密な判断力の人であったが，これらをささえている強い

意志が一本，心の奥底深く通っていたように私には思わ

れる．

　まことに短いおつきあいであったが，大林君の霊が安

　らかな眠りにつかれることを祈りつつ，遺されたわれ

われも大林君に恥かしくない仕事をつづけていくことを

誓いたいと思う．

　　　　　　　　　　　　　　（片山　昭，新田　尚）
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